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■下地の点検 ■割り付け
墨出し ■材料保管 ■材料確認 ■養生

●下地の①平滑さ、②乾燥、③強度、④汚れを点検します。
●下地の含水率が8%以下であることを確認してください。
●施工現場を実測し、割り付け図をもとにして、割り付け、墨出しをします。
●材料保管の善し悪しによって仕上がり状態が左右されます。
①乾燥した平坦な室内に保管し、直射日光は避けてください。
②室内温度10～25℃、湿度75％以下での保管が最適です。
●品番・ロット番号・数量を確認し、同一場所に他のロットのものが混在しないようにしてください。
●10℃以上に保たれた室内の平滑な場所でタイルカーペットを箱から取り出して、表面を上にして1～2日程度積み重ね、クセを取り除いてくだ
さい。特に冬季はクセが取れにくいので、必ず箱から出してください。

施工する部屋の中心を基準にして、直角に交わるタテ、ヨコの
基準線を墨出しし、部屋を4区分します。出入り口、廊下、壁面
などには極端に小さなカットが入らないように、中心点を調整
して割り付けてください。

基準線に沿って基準タイルを施工します。

施工はピラミッド工法のようにすすめてください。

貼り方によって印象が大きく違いますので、施工前に貼り方を
必ずご確認ください。

【柄をミックスさせて貼る場合】
色、柄に微妙な変化をつけています。
自然な感じを出すため、施工前に数ケースを混ぜ合わせてか
ら施工してください。

【壁際切断方法】
カッターを深く入れ、一度にバッキング層まで完全にカットしま
す。残った場合はカッターを使って切り離します。

目地ズレが発生した場合は、ズレが大きくなる前にタイ
ルをカットし、目地調整をしてください。

注意

・表からカットすると切込み寸法が長くなる場合があり
ますので注意してください。

注意

目違い修正は、圧着する前に修正してください。

接着剤が硬化するまでは、温度変化や直射日光は避けてくださ
い。

壁際などの端部は、隙、浮きのないように納まりよくカットし、ハ
ンドローラー等で入念に圧着してください。
圧着不良は接着不良につながり、タイルカーペットの反り、突上
げ、剥がれなどが生じる事があります。

下地や施工場所によって、適した接着剤の選定をお願いし
ます。

10 接着剤などによる汚れや不備な点がないかを確認し、必要に応
じて養生シートで養生してください。

5 同一場所は同ロットの製品で施工してください。
施工前に必ず品番、ロット番号、数量を確認してください。

カッター
巾木

タイルカーペット
切込むタイルカーペット

壁

床

市松貼り 流し貼り 1/2ズラシ貼り 1/2ズラシ貼り

1/2ズラシ貼り 1/3ズラシ貼り 流し貼り ヘリンボーン

基準線

中心線
施工順位
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下地パネルの段差は1㎜以内、隙間は1～2㎜以内になるよう、レ
ベル調整を正確に行ってください。

●10℃以上の室温になじませてから施工してください。
●調整ラインを設定し、目地ズレを修正してください。
●タイルのつめすぎは、突き上げの原因になりますのでご注意ください。
●パネルの目地をまたぐ様に施工します。
パネルの目地とタイルの目地が重ならない様タイルをカットし、目地を調整
してください。
●目地が重なると目地スキ、段差などが発生する原因になりますのでご注意
ください。
●下地の接着面積が少ない場合、テープを貼るなどして接着面を確保してく
ださい。
●ボンドが表面にはみ出すと汚れの原因となるためご注意ください。
●ボンドは十分な量を塗布し、効果が十分に出るまでおいた後に施工してく
ださい。

※施工後、柄の違和感や目地が目立つ場合は、部分的に差し替えることで自然な感じに仕上がります。

二重床（OA下地）に施工する場合の注意点

レベル調整は、
段差がないようにする 隙間1～2㎜以内

許容範囲
段差1㎜以下

下地パネルとタイルの端を揃えて貼ると、目地スキ段差が発生しますのでご注意ください。
注意

正方形タイプ 長方形タイプ
下地パネル 下地パネル 

タイル タイル 

●カタログの写真やサンプルと現物の色が多少違う場合があります。予めご了承ください。
●タイルカーペットの素材は繊維と塩ビです。温度変化が目地隙や突き上げの原因になります。施工前には必ず室温になじませてから施
工してください。

●タイルカーペットはきつめ施工にならないようご注意ください。きつめ施工した場合でも、目地部を無理やり押し込むと一旦はきれいに
納まりますが、ピールアップ形接着剤は完全に硬化しないため、後日突上げるおそれがあります。充分ご注意願います。

●貼り方は商品ごとの推奨工法を参考にしてください。
●施工前に仮並べをし、柄、模様を確認してください。
●流し貼りで柄の並びや仕上がりに違和感がある場合、部分的に差し替えてください。
●不織布バッキング製品の接着剤塗布料は一般的なPVCバッキング製品の 1.5 倍程度が目安となります。

施工上の注意！

●長時間直射で日光が当たる場所では、パイルが変褪色する可能性がります。ブラインドやカーテンなど直接日光が当たらないようにして
ください。
●タイルカーペットの剥がれ、反りなどが生じた場合は、転倒の恐れがあるためすぐに補修してください。
●出入り口付近には足ふきマットなどを設置し、直接泥汚れが付かないようにしてください。
●目地部に毛羽立ちがある場合
毛羽立っている部分の隣のタイルカーペットを少し持ち上げ、起き上がったパイルを、接しているカーペットの側面で少し押さえなが
ら元に戻すと、ある程度目立ちにくくなります。小さなマイナスドライバーの先で目地をしごいて直る場合もあります。
●汚れた際の取り替え、ローテーションしたい場合入口など汚れやすい位置には、真物がくるように割付けます。

使用上の注意！

［接着剤：AB-700P］
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ボブテックスフロア ™ のメンテナンス方法
ボブテックスフロア™は高密度にナイロンパイルを植毛した床材で、耐久性やメンテナンス性に優れた床材です。
予防清掃・日常メンテナンス・定期メンテナンスこれら３つの清掃・メンテナンスを実施することで、長期的に美観を維持することが
できます。

■ 日常の清掃
汚れがひどくなる前に、汚れの原因を取り除くことが長期にわたる美観維持につながります。

① 掃除機で埃やゴミを取り除いてください。
②  汚れやシミはきれいな水もしくは温水（約40℃）を使用して取り除いてください。

水や温水で落ちない場合は、希釈した中性洗剤を使用してください。
③ 水分や洗剤を完全に除去しよく乾燥させてください。

■ 定期メンテナンス
日常メンテナンスで除去できない汚れが溜まってきたら、定期メンテナンスをしてく
ださい。

・ 掃除機で埃やゴミを取り除いてください。
・ シミ汚れの場合には水を使い、ブラシなどで汚れた部分を擦り、汚水をきれいな
雑巾などで吸い取ってください。
・ 酸性・アルカリ性の洗剤は使用しないでください。  変色の原因になります。
・  希釈した洗浄剤を塗布し、ポリッシャーで洗浄して汚れを取り除いてください。
・ 広い面積の場合は残った汚水、洗浄液は掃除機やエクストラクターで吸い取り、
よく乾燥させてください。

■ 注意事項
・ 酸性・アルカリ性の洗剤は使用しないでください。変色の原因になります。
・ ボブテックスは他のカーペット素材と同様に什器、家具の跡が付くことがございます。

メンテナンス動画を参考に毛を起こす作業をしていただく事で軽減できます。できるだけ点荷重がかからないよ
う、敷板・脚カバー等をご利用いただく事をおすすめ致します。

・  施工後カーペットを移動・交換するときは、必ずタイルカーペットの端を起こしてゆっくり引き上げてください。切
欠き部や開口加工したところを無理に剥がさないでください。

・  弊社推奨ピールアップボンド （AB-700P）を使用する場合の推奨塗布量は約120g/㎡となります。
塗布量に過不足がある場合、剥がれ・破れの原因となります。

汚れ予防と日常の清掃について

１. スクレイパーで汚れた部分を取り除
いてください。

３. 最後に綺麗な水（またはお湯）を用
いてリンスします。

４. スクレイパーなどで汚水を集めて雑
巾で吸い取ってください。

２. 水を使い、ブラシなどで汚れた部
分を擦り、汚水をきれいな雑巾な
どで吸い取ってください。

〈ケチャップ、マヨネーズ、コーヒー、お茶などのシミ汚れの場合〉

■ 予防清掃
室内の汚れの80%は外から運び込まれます。靴底に付着した泥・砂などが施設内に持ち込まれ、汚れが拡散します。エントランスに
は以下の３段階の床マットを設置することが重要です。

① まずは、玄関の外に、雨・風耐用型のマットを置きます。
② 次に風除室内に雨の日の水分まで吸着するマットを敷きつめます。
③ 最後に施設内に汚れ・埃・水分吸着用マットを敷きます。
※  足拭きマットが汚れて泥・砂が飽和状態のまま放置すると逆にマットの汚れが内部に入ってきますので、マットは常に清掃してくださ

い。足拭きマットは毎日掃除機と月１回の水洗いをおすすめします。

① 入口にマットを置き、外からの泥・砂などをふるい落とします。
② 風除室内に入る水分を吸着するマットを敷きます。
③ 施設内に汚れ・埃・水分吸着用マットを敷くことで、予防できます。

※ マットが汚れて泥・砂が飽和状態のまま放置すると逆にマットの汚れが内部に入って
きますので、マットは常に清掃してください。

①

②

③

［接着剤：AB-700P］
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